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います。 一つは、 「中国で作られた漢字が直接または朝鮮半島を経由して日本に入ってきた後、 かなり短時間で片仮名、 平仮名が生まれたと理解しています。 一方、 ハ ングルはかなり後になっ て らだと思いますが」 ということで、 こ は時間的な差をお尋ねいただいて る
のかと思います。 もう一つの問題は、 「現在の中国 簡略化字体の漢字はあまりにも省略されていて、 意味がもはや明快ではありません。 こうなったのはなぜか、 あるい どのような背景と考えられるか」 。 この二つのご質 です。　
最初の方ですが、 まず日本人は平仮名、 片
仮名を早い時期に作り、 それを交ぜて使うという独自の文化を形成しましたが、 平仮名、片仮名はそれぞれ発生の由来と言うべきものがあります。 まず片仮名は、 お坊さんが仏教のお経を勉強 るときに、 お経を暗唱しなければいけな ので、 漢字で書かれている文章を日本語で読むときの発音のルビに当たるものを開発していくわけです。 その段階で、 今、 明らかになって る研究では もともとは筆に墨を付けて書くのではなくて 角筆
と呼んでいますが、 竹の棒を尖らせたまま紙をめり込ませる形で、 いわばカン ニ ングペーパー的に書いたものだったのだろうと推察されます。 そのときに、 この字はこう読むのだと、 自分が分かる符丁を作りました。 例えば私名前の阿辻の 「阿」 のこざとへん けを使うと「あ」 と読める、 あるいは伊藤さんの 「伊」 の
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にんべんだけを使うと 「い」 と読めるなど、 お坊さんが仏教経典 学習する段階で音 するためのサポートとして開発されました。　
一方、 平仮名の方は女手と呼んでいますが、
『枕草子』 や 『源氏物語』 など、 宮廷の女性たちが和歌あるいは物語などを草書体で書き、 それがインテリ 女性の中で 広まっていきました。 当初は片仮名は仏教の世界、 平仮名は女流文学の世界という発生の由来がそれぞれバ ックに り、 随分後 時代まで仏教は片仮名で、 物語は平仮名でというすみ分けのようなことがありました。　
一方、 朝鮮半島のハ ングルは1450年代
に世宗 （セジョン） という王様が、 民衆の文化の向上のために民族語を書き表せる合理的なシステムの開発を命じられてで たもので
す。 ただ、 語弊があるかもしれませんが、 ハングルは伝統的な中では女子どものための文字で、 知識人や正規の文章は漢字、 漢文で書くのだとされました。 テレビドラマ 「宮廷女官チャングムの誓い」 では、 宮中に仕える身分であれば女性でも漢字、 漢文を使っています。第二次世界大戦が終わり 日本が朝鮮半島から撤退して後、 民族文化の興隆もあってハングルが興隆しているのが現実です。 大変簡単ですが、 時間の関係で次の問題に移らせていただきます。　
現在の中国の簡略化字体は日本人の目か







） 」 であれば、 ゴーンと鳴らす 「鐘」 で
す。 中国語の発 が分かっていれば、 現代式の形声文字と理解できるものがたくさんあります。 ただ、 そう ないも ももちろんあり、 漢字の 「漢」 はさんず へんに又を書くの
ですが、 あれは単に記号化しているだけの話です。 記号化しているものは簡略化の仕方として合理的ではありませんが、 中には新しい中国での形声文字という形で簡略化字体ができているものがあります。 中国人が読んだらほとんど不自由はしません。 それこそ文章の流れの中であの文字を見ますと、 中国語として使うのだったら理解できる 状況です。高田
　
今の簡体字の件にも関連しますが、
横山先生に、 簡体字、 繁体字、 日本 常用漢字の字体との間で、 体 好みに差があるのかという質問が来ています。横山
　
台湾の大学で日本語を勉強している
大学生を対象に、 日本 旧字体と新字体の好みにつ いて調査したことがあるのですが、 日本で学んでいる留学生の人もそうですが、 やはり台湾の方はどちらかという 繁体 それに対して大陸の方は簡体 を好む傾向見られるよう す。 もちろん日常生活でそういう文字の形によく接して て馴染みがあるので、 それが好みになっていくのだろ と思います。阿辻
　
補足します。 近ごろは大阪でもそう
ですが、 東京 も英語とハングルと中国語簡体字と繁体字 二つの表記が駅などに書
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かれていることがあります。 例えば 「いらっしゃいませ」 は 「熱烈歓迎」 と書きますが、 これを現在の中国で使っ ている漢字で いてあっても、 旧字体で書 てあっ ても、 中国人であればどちらでも読めることは間違い せん。 そのシチュ エーションにお 「よくいらっしゃいました」 ということはもちろんよく分かるわけですから、 簡略化字体であろうが繁体字であろうが、 分かることは分か のです。 ただ、 民族的なアイデンティティ でもいうのでしょうか、 台湾の特に年配の方 「おれたちの大切な漢 をおれたちに相談もせずに勝手に簡略化 やがって」 のようなイメージがあるから、 簡体字に対して批判される方がいらっしゃいます。 し し 申しましたように、 中国語が読み書きできる人間 ら見れ






たり、 新しく作られて るとおっしゃ っていましたが、 校閲者として一つ一つ作者に確認しているのでしょうか」 というご質問です。　
特に今までなかった漢字を使った場合は、






す。 「日本語の音は漢字音ですが、 北京や上海のように従来にない発音が表れています。一方、 従来の音で読んでいるケースもありま
す。 今後どうなるのか」 。 それから、 「音の種類にもう一つ現代音が追加になるのでしょうか。 さらに字音も変わっ ていくのか」 。　
まず北京と上海ですが、 一番分かりやす
いのは香港だろうと思います。 「香港」 と書いて現在 中国語では
X
ianggang と発音しま
















































ただ、 北京、 上海、 南京、 廈門など、 中国の
地名でわれわれに馴染みのない漢字音で読むのは大きな町ばかりです。 例えば天津、 徐州、 成都など大多数の地名はわれわれが知っている漢字の発音で読んでいます。 北京、 上海、 香港 南京、 廈門などは割と英語に入った例外的な発音の結果、 それが英語経由 日本語にも入っ てきているという実情があります。 中国の地名はすべて中国語 発音するというご意見の方もいらっしゃいます 、 中国語では 「東京」 を
D
ongjing と発音します。 日本
の地名が中国語では日本式に 読まれなのと同じように、 双方と に漢字音を使って発音しますので、 音読みがその結果増えることにはならないと思います。　
それから、 現代音が追加されるのは、 私が
個人的に見たケースでは、 小」 と、 「食べる」という動詞を表す 「吃」 を書 て、 おやつや点心などを表す言葉 「小吃 （
x
iaoch
i ） 」 という













かよく分からないですが、 そういうものは辞書にその音を書くときにどうするかといいますと、 やはり中国音としか書きようがないので、 今回の辞書には、 私は 「
　
」 と仕方なく入
れました。 100 200は入って ると思います。 入れたくて入れたわけで ないですが、 どうしようもないのです。 呉音でも漢音でもなく、 訓でもないので、 それは 「
　
」 とで
もしておくしかないだろうという判断でそうしました。 そうい ものは 後もい っぱいあることはあると思います。 食べ物が主だと思いますが。高田
　
ありがとうございます。 この件に関し















高くて、 細かいところまで目が届く方が多いので、 そういうご質問が来ています。 「
NHK
で独自に使っ て る漢字の中に、 『挽歌』 や 『挽回』 の 『挽』 の字があります 、 あれは音読みだけで使っ ている か、 訓の 「ひく」 でも使っ ているのか」 というご質問です。　
結論から申しますと、 音だけ使っていま





の単語の頻度なども考え合わせますと、 「挽歌」 「挽回」 はほかの言葉で置き換えることが難しい、 なおかつ北海道を舞台にした 『挽歌』 など ろいろ使いたい場面が多いという現場の声がありましたので、 これは視聴者の皆さんのご理解を得られる範囲だと総合的に解釈して使うことにしました。　
漢字はどういう場面で使うのか。 ルールで




『取り引き』 は 『り』 と 『き』 を送るのですが、送らない場面もある。 送らない方が正しいのではないか」 というご質問です。 これも原則から言いますと、
NHK
では 「裏で取り引き
をした」 のように動作性がある場合には送仮名 送ります。 「ヤミ取引」 や 「現物取引」のような名詞性の強いものは送らないことになっ ていますが、 これは表記の方言性というのでしょうか、 そのジャンルによっ て違います。　
似たようなものですと、 警察関係では 「交
通取締り」 があります。 「取り締まりを行う」 という場合には 「り」 「まり」 を送るわけですが、 いわゆるねずみ取りの 交通取締り」
は送らないことに決めています。 それは経済、警察などの特定のジャンルで慣れ親しんだ書き方 （方言的 表記） と一般的な表記 （共通表記） とは少し違うという問題が出てきているのが尾を引いているところだろうと思す。 例えば 「 き換え」 「書き替え」 「貸し越し」 「借り越し」 などの用語についてはそういう問題をずっと引きずっていて、 各新聞社ともにルールを設けています。 外から見ると 「いいかげんだな、 どっちかにしろよ」 と思うかもしれませんが、 一応そういう取り決めを ています。　
これはほかの面でも、 例えばいわゆる正字
といわれている康煕字典体を使う固有名詞と、 そうではなく標準的な簡略 形に戻した固有名詞のどちらを使う というのと似たようなこ で、 言葉は悪いですが、 その世界に特有の方言的な表記と一般的な表記とのせめぎ合いが出てきているところだろうと考えています。高田
　
どうもありがとうございます。 棚橋





振り仮名をこれまで以上に多用してい ったらどうかと思うのです。 それ は二つ理由があります。 一つは、 振り仮名を付けて漢字を見せることで、 漢字が習得できるということす。 私は過去に振り 効果を検証するために、 4年生から6年生の児童500名ほどを対象に調査をしたこ がありまその調査につ いて簡単に説明しますと、 ず、子どもたちを二 のグループに分け し 。そして、 一つのグループには普通の教科書をもう一つのグループには 一部の熟語をルビ付
棚橋 尚子
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が、 立川文庫で漢字が読めるようになった書けるようになったとよくおっしゃっていて本当かなと思っていたこと あります。 ところが、 自分でこの調査をして、 それ ある程度本当であるこ が分かりま た。 ということで、 漢字の習得にルビを積極的 活用すべきであると申し上げたいと思います。
　
それから、 心理学の知見では、 ルビ付きでテ
キストを提示して読解させた方が、 より深い読解ができるという結果も出ています。 浅いレベ ルの読解ではそうでもないのですが、 深レベルの読解にな 効果があるというのです。 ある高等学校の先生から伺った話にそれと似たような話があります。 皆様もご存じのように、 一口に高校とい ってもいろいろなレベルがあって、 その は小学校2年生程度の漢字すら十分 読み書きできな 人が少なくない高校なのです。 うする 、 方は大層苦労されるこ なります。 例えば芥川の 『羅生門』 などを授業しようと思っても、 高等学校用のテキストでは授業し くいつまり生徒さんたちが読め い、 理解できないということが起こります。 そこ 、 その高校の先生方は大型の古本店を回られて、 一冊100円ぐらいだと思うのですが、 クラ 人数分の小学生用の総ルビ 『羅生門』 の本を買っ てきて生徒に与えられるということをされました。 それで、 授業をされたのですね。ると、 それまで子どもさんたちのこ を学力があまりないと思っ おいで った に、 進学校に遜色なく主題に迫る読解をするこ ができたということでした。　
このようなことを申し上げていると、 カイ














くへんやしんにょうの問題を非漢字圏から考えてどのように受け止めているのか」 ということです。 実用の道具としての文字を考えた場合に、 旧漢字 ときに旧字体のしょくへんやしんにょうを残してしまったことに、 むしろ私は非常に驚いてしまいま た。 非常に単純に言えば、 「そんなばかな。 簡略化する であればすべて簡略 しろ」 という が私の考え方です。　
もう一つも一部だけにしたいと思うのです
けれども、 「明治以来の日本のドラスティックな変化、 つまり欧米へのあこがれなどをど考えるか」 ということです。 文字、 漢字と結びつけてお答えしますと、 アジアの諸国の中 、非常に西洋寄りの姿勢を取っ てきた がだと思います。 それなのに 文字に関しては
全く遮断しているような感じなのです。 鉄のカーテンならぬ 「漢字カーテン」 と言う人がいるくらいです。 つまり、 日本からあまり情報が出て行かない、 かし一方では外からどんどん情報を集める。 不公平だという立場も当然あると思うのです。　
学生のころのことを少し思い出したのです
が、 ロンドン大学には学生もスタッ フも自由に出入りするようなスペースがありました。 そこに非東洋人が座って本のページを自由にめくりながら読んでいると、 大学中にそのうわさが広まっ て、 みんなが見に行くのです。 それほど珍しい となのです。 国際交流基金のいろいろな報告を見れば分かりますが 日本語学習者が海外では非常に多いです。 しかしほとんどは小学校、 中学校などの学校教育中心です。 もち ん大学もやっ ていますが、 大学で
4年間勉強しても日本語が自由にこな
せるようにはなりません。 私のような変人は別として、 何十年もやっていればある程度はいきますが、 普通の人に 無理なのです。 今、せっかく世界中で日本語が されているにもかかわらず、 やはり自由にこな る段階には至っ ていません。 そうすると、 日本の良き理解者がそれだけ少なくて、 結果的には日本は漢字圏の仲間から出られないような状況
あると思うのです。 振り仮名、 ルビをたくさん付けて、 少しでもとっ つきやすくするのは第一歩であるかも れません。高田
　
どうもありがとうございます。 そろ
そろ時間になってしまっているのですが、 これも複数来ていますので、 最後に一つだけ皆さんのご意見をお聞きしたいものがあります。「縦書きと横書きによる違いとしては一体どういうことが考えられるのか」 皆さまそれぞれのご専門のお立場でご見解をお話しくださればと思います。阿辻
　
私はもともと中国の古典の文献を読
解する研究室にいたので、 縦書きに慣れている世代ですが、 現在の中国語は教科書も新聞も横書きです。 仕事上、 古典 文献と現代の中国語の文献のどちらも必要とします 、私はどちらでも内容を理解するのに齟齬はないと個人的に思っ ています。 ただ、 伝統的な縦書きの文献が図版に載っていて、 そ 説明が横書きで書いてあるとすごく読みにくいで、 目が縦に動くか横に動くかが最大の問題かと思います。　
特に今の学生は、 圧倒的に横書きの世代で
す。 それはそれで時代の趨勢として私は別に批判 るつもりはありませんが、 すみ分けではないでしょうか。 縦書きが必要である状況
シュテファン・カイザー
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は今後も厳然として存在するでしょうから、その縦書きが必要である状況であえて無理に横書きにすることはありません。 そ て、横書きの方がむしろ手の動きがスムーズである状況であれば横 を採用されたらいいのです。 書かれる文章が持っている特性あるいは属性によって選択されるのではないかという気がします。小駒
　
縦書きを使っ ているのは現在、 世界中
でほとんど日本だけのようです。 新聞は中国も韓国もみ な横書き な しまったし、雑誌 そうです。 ところが日本の新聞も、 それから、 驚くべきこ には漫画が全部縦です。 不思議なことに最後の牙城という感じで残っ ているのです。 理由はと言われても、 私にはよく分からないのですが、 結果として残っています。 雑誌の横書きは、 古くは創刊のときの 「太陽」 がそうでしたし 「週刊アスキー」も一時やったこと ありましたが、 なかなか定着しない。 漫画 は手塚治虫の 「ユニ コ」 が横書きでしたが、 ほかに例を知りません。 新聞もなかなか横書きをすることができ 。これが現実なのですね柴田
　
テレビは最初から横書きなので、 これ
からも横書きでいくと思います。 これ 書く道具によっ て違うのではな でしょうか 例え
ば筆や万年筆などはあまり横書きには向いていない、 シャープペンシルやボールペンだとどちらでもいけるかなというところですが、 自分のお墓を横書きにしてくれとわざわざ頼むほどではな だろうと思います。　
ただし、 文字が動く場合は、 縦に流れてい






読する場合には、 横書き すと行を間違えるケースが非常に多いのです。 縦書きだとそんなに起こらないのですが、 横書きの場合はよほど注意しないと、 同じところを2度読んだり1行飛ばしたりすることがよく起きます。阿辻
　
目線の動きが画面でおかしくなるか
らだと聞いたことがあ ので が、 そんなことはないのですか。柴田
　






きで読んでいるという話は、 私どもの研究所が独立行政法人時代に 「ことばシリーズ」 という刊行物で 「文字と社会」 の特集をやったときに、
NHK
の桜井洋子アナウンサーから






















きの資料でしたの 、 多分この人は縦書きが好きな だな、 縦書きに執着しているのだな
と思われたでしょうが、 特にそうではなく、 たまたま縦書きにしただけです…。 ただ、 私は教員養成系大学にいて、 小学校や中学校の教壇に立つ学生を育てる立場にあり 書字を大切にしたいと思っています。 その立場から申し上げると、 特に平仮名は縦書きの方が、 字が整いやすいのではないかと思っ います。 縦書きに発生した文字ですので、 縦 いたが、 文字が整いやすい し、 筆順も収まりやすいと思います。 もちろん、 漢字や片仮名につ いても同様なことが言えま 。　
こんなことが本当にあるのかと思われるか
もしれませんが、 最近は平仮名の筆順を間違う学生がかなり出 くるようになりました。 「まみむめも」 の 「も」 のような、 昔からよく指摘される字を間違っ て る学生はともかく、 最近やや驚くのが 「なにぬねの 「 」 や「らりるれろ」 の 「ら」 の 「ふたになる部分」 を最後に書く学生が結構多 なっ ているこ です。 縦書きで書いていると、 そういうふうには書きにくいのではな かなと思う ですが、横書きだとその方が書きやすい のかもしれません 「らりるれろ」 の 「ら」 は数字
5との混乱ではないかとも考えられますが、
書字の立場からもやはり少し縦 に慣れてい っ てほ いと思います。
　
横書きだと、 かぎ括弧の向きは左が書き
出しになりますね。 学生たちに縦書きの原稿用紙を渡すと、 縦書きでもかぎ括弧のはじまりは左だと思っ て く がいます。
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を説明する社会学者もいます。 名付けて 「ブラックホール」 です。高田
　
どうもありがとうございました。 時
間となりましたので、 このセッショ ンを終了したいと思い す。 講師の先生方、 どうもありがとうございました。
